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平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
度
四
月
よ
り
、
比
治
山
大
学
研
究
助
成
を
受
け
、「
不
動
院
と
安
国
寺
恵
瓊
に
関
す
る
研
究
」
を
開
始
し
た
。
本
研
究
は
、
不
動
院
中
興
の
祖
と

さ
れ
る
安
国
寺
恵
瓊
に
注
目
し
、「
不
動
院
文
書
」
の
中
に
み
ら
れ
る
恵
瓊
関
係
の
書
状
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
資
料
、
お
よ
び
全
国
に
点
在
す
る
恵
瓊
関
係
資
料
の
調
査
・
収
集
・

解
読
・
整
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
十
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
日
本
の
歴
史
の
中
で
、
特
に
不
動
院
と
の
関
わ
り
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
安
国
寺
恵
瓊
が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
最
終
目
的
と
す
る
。

平
成
二
十
九（
二
〇
一
七
）年
度
か
ら
令
和
二（
二
〇
二
〇
）年
度
に
か
け
て
、「
安
国
寺
恵
瓊
関
係
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
に
向
け
、恵
瓊
関
係
資
料
の
調
査
・
収
集
・

整
理
を
継
続
的
に
行
っ
た
。本
稿
は
、そ
の
過
程
で
見
出
し
た
天
正
十
年（
一
五
八
二
）八
月
二
日
付
羽
柴
秀
吉
書
状
を
中
心
と
し
た
報
告
で
あ
る
。黒
田
官
兵
衛
宛
の
当
該
書
状
に
は
、

本
能
寺
の
変
・
山
崎
の
戦
い
後
に
お
け
る
毛
利
氏
と
秀
吉
方
と
の
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
交
渉
に
あ
た
る
安
国
寺
恵
瓊
の
名
が
み
え
て
い
る
。
ま
た
こ
の
書
状
は
、
秀
吉
が
安
国
寺

恵
瓊
を
評
し
た
「
大
ぬ
る
山
」
と
い
う
語
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
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一
　
羽
柴
秀
吉
書
状
（
八
月
二
日
付
）
に
み
ら
れ
る
「
安
国
寺
」

『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録　

第
二
百
六
十
三
号　

善
本
特
集　

和
の
史ふ
み

』（
令
和
元
年

十
月
）
に
、
次
に
挙
げ
る
羽
柴
秀
吉
書
状
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。
以
下
に
私
案
に
よ

る
釈
文
を
示
す
。

48　

羽
柴
秀
吉
書
状　
　

一
幅

尚
以
安
国
寺
大
ぬ
る

山
ニ
候
間
先
度
岡
平

迄
書
状
を
以
申
候
返
事
ニ

安
国
寺
被
罷
上
由
候

よ
つ
て
直
ニ
も

我
々
事
明
日
其

西
国
表
為
可
相
働

地
可
令
帰
城
候
之
間

早
々
納
馬
候
以
上

其
方
ニ
被
相
待
候

様
ニ
可
被
申
侯
何
も

期
面
之
時
候
之
間

不
具
候
恐
々
謹
言

筑
前
守

八
月
二
日　

秀
吉
（
花
押
）

　

黒
田
官
兵
衛
殿

は
　
じ
　
め
　
に

平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
度
四
月
よ
り
、
比
治
山
大
学
研
究
助
成
を
受
け
、「
不

動
院
と
安
国
寺
恵
瓊
に
関
す
る
研
究
」
を
開
始
し
た
。
本
研
究
は
、
不
動
院
中
興
の
祖

と
さ
れ
る
安
国
寺
恵
瓊
に
注
目
し
、「
不
動
院
文
書
」
の
中
に
み
ら
れ
る
恵
瓊
関
係
の
書

状
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
資
料
、
お
よ
び
全
国
に
点
在
す
る
恵
瓊
関
係
資
料
の
調
査
・

収
集
・
解
読
・
整
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
十
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
日
本
の
歴
史
の

中
で
、
特
に
不
動
院
と
の
関
わ
り
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
安
国
寺
恵
瓊
が
果
た
し
た
役

割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
最
終
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
度
は
、
資
料
群
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
、
恵
瓊

関
係
資
料
の
調
査
・
収
集
・
整
理
に
重
点
を
置
き
、
関
連
性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
し

て
解
読
作
業
お
よ
び
考
察
を
行
う
と
と
も
に
、
基
盤
と
な
る
情
報
の
集
積
と
活
用
を
目

指
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
っ
た

（
注
１
）。

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
か
ら
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
に
お
い
て
も
引

き
続
き
比
治
山
大
学
研
究
助
成
を
受
け
、
安
国
寺
恵
瓊
に
関
係
す
る
資
料
を
網
羅
的
に

調
査
・
収
集
し
、
構
築
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
作
業
を
継
続
的
に

行
っ
て
き
た
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
過
程
に
お
い
て
見
出
し
た
資

料
の
う
ち
、
前
稿（

注
２
）と
同
様
に
第
三
者
間
で
や
り
と
り
し
た
書
状
の
中
に
恵
瓊
の
名
が
み

ら
れ
る
も
の
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
「
他
者
の

関
連
」
と
い
う
区
分
を
設
け
た
資
料
を
用
い
て
、
毛
利
氏
の
使
僧
と
し
て
恵
瓊
の
果
た

し
た
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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な
る
黒
田
官
兵
衛
（
孝
高
、
如
水
）
で
あ
る
。
年
次
は
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）

と
み
ら
れ
る
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。

安
国
寺（
惠
瓊
）が
こ
ち
ら
に
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
明
日
に
そ
ち
ら（
姫

路
）
へ
帰
城
す
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
こ
で
待
っ
て
い
る
よ
う
に
安
国
寺
へ
伝
え

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
お
目
に
か
か
っ
た
と
き
に
申
し
ま
す
の
で
省
略
し

ま
す
。
な
お
、
安
国
寺
は
大
ぬ
る
山
（
怠
惰
の
意
ヵ
）
で
あ
る
の
で
、
先
日
、
岡

平
（
岡
本
良
勝
。
当
時
は
織
田
信
孝
の
家
臣
だ
っ
た
が
、
後
に
秀
吉
に
属
し
た
）

ま
で
書
状
を
遣
わ
し
ま
し
た
。
そ
の
返
事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
す
ぐ
に
西
国
方
面

へ
出
兵
し
ま
す
の
で
、
早
々
に
馬
を
納
め
ま
し
た
。

天
正
十
年
に
、
秀
吉
と
毛
利
氏
と
の
間
で
勢
力
範
囲
を
め
ぐ
る
交
渉
が
行
わ
れ

て
い
た
際
の
史
料
と
み
ら
れ
る
。
当
時
、
官
兵
衛
は
姫
路
城
に
あ
っ
て
播
磨
国
の

留
守
居
を
務
め
て
い
た
。
文
中
に
み
え
る
安
国
寺
惠
瓊
は
毛
利
側
に
お
け
る
秀
吉

と
の
交
渉
役
で
あ
っ
た
。
後
に
秀
吉
は
交
渉
に
お
け
る
彼
の
働
き
を
評
価
し
、
安

国
寺
領
を
加
増
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
黒
田
官
兵
衛
宛
の
羽
柴
秀
吉
書
状
の
中
に
、
恵
瓊
を
指
す
「
安
国
寺
」

と
い
う
文
言
が
み
ら
れ
る
。
書
状
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
目
録
の
解
説
文
に
述
べ
る
通
り
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
十
三
日
の
山
崎
合
戦
で
明
智
光

秀
を
破
っ
た
後
、
毛
利
氏
と
秀
吉
方
と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た
領
土
問
題
に
つ
い
て
の

交
渉
に
あ
た
る
目
的
で
恵
瓊
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
史
料
で
あ
る
。

前
稿
で
取
り
上
げ
た
天
正
十
年（
一
五
八
二
）七
月
廿
三
日
付
の
小
早
川
隆
景
か
ら「
蜂

須
賀
小
六
」（
家
政
）
に
宛
て
た
書
状
（
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
）
に
は
、
山
崎
合
戦
の

戦
勝
祝
い
を
述
べ
る
使
者
と
し
て
「
安
国
寺
」（
恵
瓊
）
を
派
遣
し
た
こ
と
を
示
す
「
安

　
　
　
　
　
　

几
下

こ
の
書
状
の
内
容
は
、
名
古
屋
市
博
物
館
編
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集　

一
』
永
禄
八
年

〜
天
正
十
一
年
（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
五
）
に
、「
四
七
〇　

黒
田
官
兵
衛
宛
書
状    

大
阪
青
山
学
園
」
と
し
て
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
で
あ
る
。

尚
以
安（
恵
瓊
）

国
寺
大
ぬ
る
山
ニ
候
間
、
先
度
岡（
岡
本
良
勝
）

平
迄
書
状
を
以
申
候
、

返
事
ニ
よ
つ
て
直
ニ
も
西
国
表
為
可
相
働
、
早
々
納
馬
候
、
以
上
、

安
国
寺
被
罷
上
由
候
、
我
々
事
、
明
日
其（

播
磨
国
姫
路
）

地
可
令
帰
城
候
之
間
、
其
方

ニ
被
相
待
候
様
ニ
可
被
申
侯
、
何
も
期
面
之
時
候
之
間
、
不
具
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
前
守

八（
天
正
十
年
）
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀
吉
（
花
押
）

　
　

黒
田
官（

孝
高
）兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　

几
下

ま
た
、
同
目
録
に
は
以
下
の
よ
う
な
解
説
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

八
月
二
日
付　

黒
田
官
兵
衛
宛

本
紙
竪
13
・
９
糎　

横
41
・
１
糎

総
丈
竪
106
糎　

横
55
・
２
糎　

軸
装　

箱
入

羽
柴
秀
吉
の
書
状
。
宛
先
は
、
秀
吉
の
家
臣
で
、
後
に
筑
前
福
岡
藩
の
藩
祖
と
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祺
一

（　

）
4

①
牧
村
兵
部
宛
千
利
休
書
状

け
さ
の
ゆ
き
に
御
尋
な
き
事

さ
り
と
て
は
大
ぬ
る
山
に
て
候
納
裳
の

く
り
出
な
ら
ば
道
理
に
候

　
　
　
　
　

か
し
く

　
　
　
　
　

利
休

　

十
三
日　
　
（
花
押
）

牧
兵
様

　

人
々
御（

注
５
）中

②
『
三
浦
家
文
書
』（
年
月
日
未
詳
）

一
二
一　

毛
利
輝
元
自
筆
書
状
（
折
紙
）

た（
隆
）か
景
も
わ
つ
ら
い
に
て
候
つ
る
、
か
や
う
な
る
お
か
し
き
事
候
ハ
す
候

く
、
か
し
く
、

其
方
事
気
分
悪
之
由
候
、
我
々
も
二
三
日
か
い
き
候
、
各
一
人
も
も
れ
な
く
煩
候
、
は

や
よ
く
候
、
や
か
て
可
罷
下
候
、
其
方
人
数
、
高
麗
へ
り
三
百
之
辻
、
堅
固
申
付
、
各

同
前
可
渡
候
、
少
も
不
可
有
緩
候
、
件
大
ぬ
る
山
に
て
は
、
弥
不
及
是
非
事
候
、
三

月
一
日
ニ
於
下
関
着
到
ニ
付
候
様
ニ
と
、
各
申
ふ
れ
候
、
可
得
其
心
候

く
、
か
し
く
、

　
　

三
（
元
忠
）（
注
６
）
兵

③
『
常
山
紀
談
』
巻
之
三

62
信
長
越
前
に
攻
入る

時
、
朝あ
さ
く
ら
よ
し
か
げ

倉
義
景
二
万
計
の
兵
に
て
刀と

ね根
山
と
い
ふ
大
山
に
陣
ど

り
、
麓ふ

も
と
に
信
長
の
先
陣
ひ
か
へ
居
た
り
。
あ
る
日
信
長
井せ
い
ろ
う楼
に
上ぼ

り
敵
を
見
わ
た

国
寺
俄
被
罷
上
候
条
相
過
候
」
と
い
う
文
言
と
と
も
に
、「
然
者
自
輝
元
為
御
祝
儀
重
而

西
堂
（
恵
瓊
）
被
差
上
候
間
」
と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
て
い
た
。「
蜂
須
賀
小
六
」（
家
政
）

に
対
し
領
土
問
題
の
取
り
な
し
を
依
頼
し
た
こ
の
書
状
と
同
様
に
、
当
該
書
状
か
ら
も

恵
瓊
が
毛
利
氏
と
秀
吉
方
と
の
間
を
行
き
来
す
る
様
子
が
み
て
と
れ
る
。

藤
井
譲
治
編
『
織
豊
期
主
要
人
物
居
所
集
成
』〔
第
２
版
〕（
思
文
閣
出
版　

二
〇
一
七
）

で
は
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
八
月
四
日
付
の
不
彦
宛
書
状
（「
今
村
文
書
」
東
大
史

影
写
）「
我
等
も
昨
夕
三
日
、
播
州
姫
路
迄
令
帰
城
候
、
然
者
西
国
之
儀
、
是
又
弥
無
異

儀
候
」（
名
古
屋
市
博
物
館
編
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集　

一
』）
と
い
う
記
述
を
根
拠
に
、

秀
吉
は
八
月
三
日
に
丹
波
亀
山
よ
り
姫
路
に
到
着
し
た
と
す
る

（
注
３
）。
八
月
二
日
付
当
該
書

状
の
「
明
日
其
地
可
令
帰
城
候
之
間
」
と
い
う
記
述
と
も
合
致
し
て
お
り
、
秀
吉
の
居

所
を
解
明
す
る
上
で
も
有
力
な
情
報
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　「
大
ぬ
る
山
」
と
い
う
評
価

当
該
書
状
の
余
白
・
行
間
に
記
さ
れ
た
「
尚
以
」
以
降
の
部
分
に
お
い
て
、
秀
吉
は

恵
瓊
を
「
大
ぬ
る
山
」
と
評
し
、
そ
の
た
め
織
田
信
孝
に
仕
え
る
「
岡
平
」（
岡
本
平
吉

郎
良
勝（

注
４
））
に
書
状
を
遣
わ
し
た
と
す
る
。「
大
ぬ
る
山
」
は
、
目
録
の
解
説
文
に
「
怠
惰

の
意
ヵ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
否
定
的
な
意
味
を
有
す
る
人
物
評
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体

的
に
恵
瓊
の
ど
の
よ
う
な
面
を
指
し
て
い
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
毛
利
氏
と
秀
吉

方
と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た
交
渉
過
程
に
何
か
ら
の
原
因
が
見
出
せ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
岡
本
良
勝
が
果
た
し
た
役
割
と
と
も
に
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

こ
こ
で
は
、「
大
ぬ
る
山
」
と
い
う
語
の
用
法
を
確
認
す
る
た
め
、
管
見
に
入
っ
た
範

囲
で
こ
の
評
価
が
用
い
ら
れ
た
例
を
挙
げ
る
。
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天
正
十
年
羽
柴
秀
吉
書
状
に
み
ら
れ
る
安
国
寺
恵
瓊

比
治
山
大
学
紀
要　

第
二
十
七
号　

二
〇
二
〇

（　

）
5

機
而
動
、
神
速
不
レ
誤
レ
事
者
、
率
皆
此
類
。〈
後
略
（
注
８
）〉

千
利
休
お
よ
び
毛
利
輝
元
の
書
状
に
み
ら
れ
る
使
用
例
に
加
え
て
、
成
立
時
期
が
下

る
文
献
で
は
あ
る
も
の
の
、
織
田
信
長
の
使
用
例
が
見
出
せ
た

（
注
９
）。
毛
利
輝
元
の
使
用
例

で
は
、
直
前
に
「
少
も
不
可
有
緩
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
心
に
緩
み
の
あ
る
者
を
指

し
て
否
定
的
に
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
近
古
史
談
』
で
は
、
人
を
罵
っ
て
「
懶

惰
輩
」
と
言
う
よ
う
な
も
の
だ
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
の
背
景
や
、
具
体
的
に
誰

の
ど
の
よ
う
な
面
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
の
考
察
を
、
今
後
の
課
題
と
し

て
行
う
必
要
が
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

本
稿
で
は
、
安
国
寺
恵
瓊
関
係
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
過
程
に
お
い

て
見
出
し
た
資
料
の
う
ち
、
特
に
第
三
者
間
で
や
り
と
り
し
た
書
状
の
中
に
恵
瓊
の
名

が
み
ら
れ
る
も
の
に
関
し
て
述
べ
て
き
た
。
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
天
正
十
年

（
一
五
八
二
）
備
中
高
松
城
講
和
以
後
の
毛
利
氏
と
秀
吉
方
と
の
領
土
問
題
に
つ
い
て
、

恵
瓊
が
交
渉
に
あ
た
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
様
相
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
今
回
取
り
上
げ
た
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
八
月
二
日
付
の
羽
柴
秀
吉
書
状
に
は
、

織
田
信
長
以
来
の
使
用
が
み
ら
れ
る
「
大
ぬ
る
山
」
と
い
う
人
物
評
が
含
ま
れ
て
い
る
。

人
物
の
性
向
を
示
す
俗
語
的
な
表
現
と
し
て
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
も
、
安
国
寺
恵
瓊
自
筆
資
料
の
み
な
ら
ず
、
今
回
対
象
と
し
た
よ
う
な
第
三
者

間
で
や
り
と
り
し
た
書
状
な
ど
を
も
視
野
に
入
れ
、
網
羅
的
に
恵
瓊
関
係
資
料
の
調

査
・
収
集
・
整
理
を
継
続
す
る
。
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
既
に
公
開
さ
れ
て
い

る
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
手
が
か
り
と
し
つ
つ
、
新
出
資
料
も
含
め
て
幅
広
く
情
報
を

し
、「
敵
は
今こ
ん
や夜
必ず

引
退
く
べ
し
。
先せ
ん
ぢ
ん陣
の
者
共
な
お
こ
た
り
そ
」
と
使つ
か
ひを
度た
び
た
び々

や

り
て
下
知
せ
ら
る
。
是
を
聞
て
、「
殿と

の

は
い
か
で
か
く
は
仰せ

候
や
ら
ん
。
敵
大
軍
に

て
山
に
拠よ

り
地ち

の
利り

を
得
て
且か
つ

主し
ゆ
せ
ん戦
な
れ
ば
、
何な
ん
で
う条
引
退く

べ
き
」
と
あ
や
し
み
け

り
。
夜よ

に
入り

て
も
信
長
は
猶な
ほ

井せ
い
ろ
う楼
に
在
て
、
敵
陣
を
睨に
ら
ん
で
目
も
は
な
た
ず
し
て
有

し
が
、
丑う

し

の
刻こ
く

ば
か
り
に
、「
す
は
や
敵
は
ひ
く
ぞ
」
と
い
ふ
ほ
ど
こ
そ
あ
れ
、
螺ほ
ら

ふ
き
た
て
さ
せ
馬
に
乗
、「
先
陣
の
大
ぬ
る
山
の
や
つ
ば
ら
が
ゆ
だ
ん
し
た
る
に
、

旗は
た
も
と本
の
者
ど
も
功こ
う
み
や
う名
せ
よ
」
と
て
真ま

一
文
字
に
す
ゝ
ま
れ
し
が
、
果は
た

し
て
先
陣
は

お
く
れ
て
、
信
長
の
旗は

た

本
に
て
勝し
よ
う
り利
を
得
ら
れ
け
り
。
信
長
常
に
、
お
こ
た
る
者

を
大
ぬ
る
山
と
て
わ
ら
は
れ
し
と
ぞ
。

〔
巻
三
の
二
十
八
〈
第
六
十
二
話
〉
信
長
公
、
朝あ

さ
く
ら倉
を
撃う
ち

給
ひ
し
事
（
注
７
）〕

④
『
近
古
史
談
』
巻
一　

織
篇
第
一

大
緩
山

信
長
動
罵
レ
人
曰
二
大
緩
山
一
。
猶
レ
言
二
懶
惰
輩
一
也
。（
或
云
、
大
緩
山
江
州
山

名
、
信
長
蓋
借
以
目
二
此
輩
一
也
。）
天
正
元
年
八
月
、
信
長
攻
二
越
前
一
。
朝
倉
義
景

擁
二
二
万
騎
一
、
陣
二
於
刀
根
山
一
。
我
前
軍
進
陣
二
其
麓
一
、
相
持
未
レ
戦
也
。
一
日

信
長
登
二
営
楼
一
、
候
二
敵
動
止
一
曰
、「
今
夜
敵
必
退
矣
。
宜
下
乗
二
其
撤
一レ
陣
、
尾

撃
殲
上
レ
之
。」
屢
戒
二
前
軍
一
勿
レ
惰
。
諸
将
士
皆
笑
曰
、「
主
将
何
所
レ
見
。
夫
敵
以
レ

主
待
レ
客
、
且
拠
二
要
害
一
布
レ
陣
、
得
二
地
之
利
一
矣
。
安
有
二
不
レ
戦
而
退
之
理
一
。」

日
已
暮
。
信
長
猶
在
二
楼
上
一
、
張
レ
目
不
レ
動
。
夜
漏
已
丑
刻
、
敵
中
火
揚
矣
。

信
長
急
下
レ
令
、
吹
二
海
螺
一
、
進
二
旗
鼓
一
、
罵
曰
、「
咄
、
大
緩
山
。
果
不
レ
及
レ

事
。
我
且
以
二
麾
下
一
撃
レ
之
。」
与
二
左
右
五
十
騎
一
馳
、
直
前
衝
レ
敵
。
敵
軍
擾

乱
、
無
二
復
闘
志
一
、
皆
争
レ
先
而
遁
。
我
軍
追
撃
、
遂
得
二
大
捷
一
。
凡
信
長
見
レ
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山
﨑　

真
克
・
麻
生　

由
紀
・
土
居
裕
美
子
・
迫
垣
内　

裕
・
頼　
　

祺
一

（　

）
6

談　

本
文
篇
』（
和
泉
書
院　

一
九
九
二
）
に
拠
る
。
な
お
、
大
津
雄
一
・
田
口
寛
訳
注

『
戦
国
武
将
逸
話
集　

訳
注
『
常
山
紀
談
』
巻
一
〜
七
』（
勉
誠
出
版    

二
〇
一
八
）
で
は
、

「「
大
ぬ
る
山
」（
大
変
手
ぬ
る
い
、
と
の
造
語
。
山
は
調
子
を
添
え
る
語
）」
と
す
る
。

８　
『
近
古
史
談
』（
大
槻
清
崇
著
、
元
治
元
年
刊
）
を
底
本
と
す
る
若
林
力
『
近
古
史

談
全
注
釈
』（
大
修
館
書
店　

二
〇
〇
一
）
に
拠
る
。

９　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

室
町
時
代
編
一
』
に
は
、「
お
お
ぬ
る
も
の
﹇
大
ぬ
る
者
﹈」

の
項
目
に
「
行
動
や
決
断
が
非
常
に
の
ろ
く
て
、
間
の
抜
け
た
者
。
人
を
罵
っ
て
い

う
語
。」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
用
例
と
し
て
「
彼
大ヲ

ホ

ヌ
ル
者
ノ
浅
井
ガ
所
存
ニ
テ
ハ
、

両
条
何
モ
ヤ
ハ
請
候
ベ
シ
」（
信
長
記
一
ノ

下

）〔
○著
小
瀬
甫
庵　

○底
寛
永
元
年
版
本
〕
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
未
見
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
〜
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
比

治
山
大
学
研
究
助
成
「
不
動
院
と
安
国
寺
恵
瓊
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
不
動
院
、
安
国
寺
恵
瓊
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
羽
柴
秀
吉
、
大
ぬ
る
山

山
﨑　

真
克
（
現
代
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
日
本
語
文
化
コ
ー
ス
）

麻
生　

由
紀
（
不
動
院
（
比
治
山
大
学
大
学
院
現
代
文
化
研
究
科
現
代
文
化
専
攻
日
本
地
域
文
化
研
究
修
了
））

土
居
裕
美
子
（
鳥
取
看
護
大
学
看
護
学
部
看
護
学
科
）

迫
垣
内　

裕
（
比
治
山
大
学
短
期
大
学
部
名
誉
教
授
）

頼　
　

祺
一
（
広
島
大
学
名
誉
教
授  

比
治
山
大
学
名
誉
教
授  

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
館
長
）

（
二
〇
二
〇
年
十
月
三
十
日　

受
理
）

入
手
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
終
的
に
有
効
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
活
用
方
法
を
確
立
す
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
引
き
続
き
本
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

〔
注
〕

１　

山
﨑
真
克
・
麻
生
由
紀
・
土
居
裕
美
子
・
迫
垣
内
裕
・
頼
祺
一
「
安
国
寺
恵
瓊
関

係
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
そ
の
活
用
に
つ
い
て
」（『
比
治
山
大
学

紀
要
』
第
二
十
三
号　

二
〇
一
七
）

２　

山
﨑
真
克
・
麻
生
由
紀
・
土
居
裕
美
子
・
迫
垣
内
裕
・
頼
祺
一
「
天
正
十
一
年
小

早
川
隆
景
・
羽
柴
秀
吉
書
状
に
み
ら
れ
る
安
国
寺
恵
瓊
―
安
国
寺
恵
瓊
関
係
資
料
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
資
料
稿
（
一
）
―
」（『
比
治
山
大
学
紀
要
』
第
二
十
四
号　

二
〇
一
八
）

３　
『
織
豊
期
主
要
人
物
居
所
集
成
』〔
第
２
版
〕（
思
文
閣
出
版　

二
〇
一
七
）
で
は
、「
４

日
付
石
彦
宛
秀
吉
書
状
」
と
す
る
。

４　
「
岡
本
平
吉
郎
良
勝
」
は
、『
戦
国
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
六
）
に
「
岡

本
重
政
」、
谷
口
克
広
『
織
田
信
長
家
臣
人
名
辞
典
』
第
２
版
（
吉
川
弘
文
館    

二
〇
一
〇
）に「
岡
本
良
勝
」と
し
て
掲
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
名
古
屋
市
博
物
館
編『
豊

臣
秀
吉
文
書
集　

一
』
永
禄
八
年
〜
天
正
十
一
年
（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
五
）
に
は
、

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
五
日
付
の
「
四
二
三　

岡
本
平
吉
郎
宛
書
状
」（「
長

井
喜
平
氏
所
蔵
文
書
」
東
大
史
影
写
）
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

５　

鈴
木
半
茶
「
大
ぬ
る
山
の
文
」（『
日
本
美
術
工
芸
』
一
三
七　

一
九
五
〇
）
収
載
の

写
真
・
翻
刻
に
拠
る
。
同
書
状
は
松
平
乗
邑
編
『
三
冊
名
物
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

６　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」『
大
日
本
古
文

書　

家
わ
け
文
書
』
に
拠
る
。

７　

製
版
本
『
常
山
紀
談
』（
菊
池
真
一
氏
蔵
）
を
底
本
と
す
る
菊
池
真
一
編
『
常
山
紀
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